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【ポイント】 

 北朝鮮にいま必要なのは、非核化後の自国が国際社会にどのように受け入れら

れるのかについての楽観的な見通しである。当事者である米国はもとより、周

辺国である中国、ロシア、モンゴル、韓国とともに、日本が積極的な役割を果

たすことが北東アジアの平和と安定につながる。 

 北朝鮮の非核化のあり得るシナリオとしては、米国との信頼関係構築に成功

し、比較的速い非核化のプロセスを維持し、米国を中心とした既存の世界秩序

の中での足場を築くものと、米国との信頼関係を築けず、米国の力が相対的に

落ちるのを待ち、中ロを中心としたユーラシア大陸における新たな国際秩序の

中で、中ロを後見人として徐々に非核化を進めていくものが想定される。 

 日本は、北朝鮮の非核化プロセスの進行を前提として、懸案問題の解決から、

日朝国交正常化交渉へとつなぎ、北朝鮮が非核化を進め、国際社会に受け入れ

られた後、経済発展を成し遂げるために必要な知識や技術に対するソフト面

での支援を主とした、経済協力を実施することを宣言することにより、北朝鮮

の非核化への意思を確固たるものにするために貢献すべきである。 

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北朝鮮の核・ミサイル問題をめぐる主要国の立場 

米国 

北朝鮮が非核化に踏み出してから、

見返り措置を行う。それまでは制裁

を強化する。対話は否定せず、米韓

合同軍事演習中止で譲歩 

韓国 

非核化を進めるうえで、段階的・包

括的な解決を提唱。南北対話を重視

し、南北主導での非核化後の秩序づ

くりを重視 

 

中国、ロシア 

非核化を前提とし、対話による解決を

主張。北朝鮮の挑発行動が２年以上停

止していることから、経済制裁の一部

解除議案を国連安保理に提出するも

米国が難色 

 

北朝鮮 

米国との信頼関係が構築できない限

り非核化はできない。制裁に対して

は「正面突破戦」で臨む。核実験、Ｉ

ＣＢＭ発射自粛で譲歩 

 


